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転換が必然であると主張している。アブドリ氏は長年日本でイランの政治経済を分析・研究しているが、本論稿では国内外の幅広い議論を踏まえて刺激的な問題提起を行っていただいた。　
だが昨年来のイランの政治的展
開を民主化過程として捉えようとする場合、不可欠な要素として考慮に入れない訳にいかないのがイランの国際環境であり、中でもアメリカおよびイスラエルとの複雑な緊張関係であ 。アメリカは現在のところイランの核開発疑惑問題を主 理由に、国際的な対イラン制裁網で圧力を加えつつ交渉の糸口を探ろうとしているように見受けられるが、イスラエル国内における議論は遥かに強硬であり、先制的な軍事攻撃も現実的な選択肢として議論されている。これに関するイスラエル側の専門家 見方をＮＨＫ解説委員の出川展恒氏論稿は手際よく紹介している。　
再びイランの国内的な議論に目





究者による論稿はいずれも心情的にはイランの民主化への期待を滲ませながらも、全体としてイラン内外の状況が好転する手掛かりを少なくとも短期的・中期的に 見出しかねているように思われる。確かにイランの現体制は国内の抗議運動に対して予想を超える苛烈な暴力的対応によって封じ込め成功し、その後も着実に軍事独裁化を進めているよう 見える。だが現体制の突き進んでいこうとする方向が最早やイラン国民の大方にとって到底許容 がたいものであるという点は、少 くとも本特集のすべての執筆者にとって共通の認識であると思われる。　
他方で、 本特集においては在米・
在日の二人のイラン人研究者に現状認識をめぐる論稿の執筆をお願いした。お二人の論旨や、よって立つ立場は必ずしも同じではないが、しか 両者ともにイランの民主化についてある程度の期待を滲ませているのは当然である。これを率直なナショナリズムの表明として片付け しまうことは我々にとってある意味で容易でもあろう。だが、我々がも イラン社会の内部で進行している変化を知らずに彼らの議論を根拠薄弱な楽観論として切り捨てるとすれば、その判断は却って無責任な外部者の思い込み の誹りを免れないだろう。　
最後にイランの民主化が国際社
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